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7■ ニューラルネットワークを用いた植生変動評価手法の開発

〔要約〕 オーストラリ ア中央部に位置するKunothPaddockを対象地域とし、土壌 ・水系・ 植生・地貌 ．

傾斜・水飲み場からの距離 ・丘陵地からの距離の 7要因から、植生の多寡と変動の程度を推定する 2種

類のニューラルネットワ ークモデルを開発した。さらに、両評価結果を統合した植生変動評価図を作成

した。
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〔背景・ねらい〕

砂漠化の進行地域においては、植生の損失とともに、土壌の崩壊や劣化等の土地荒廃を生じる場合が多

く、気候的な要因に加えて、地形や土地利用が密接に関与している。アフリカ、アジア、オ ーストラリア

等、各地で深刻な問題とな っている砂漠化を防止するには、その実態を的確に把握し、環境管理研究に貢

献するデータの提供が急務とな っている。

本研究は、リモー トセ ンシングデータおよび各種地図情報を解析し、砂漠化地域における植生変動の実

態を定量的に評価するための手法開発を目的とする。

〔成果の内容• 特徴〕

1. オース トラリア中央部に位置する KunothPaddockを対象地域とし、 CSIROが提案した植生指数 PD54

を用いて、 1988年 2月 .6月、 1994年12月、 1995年 3月の LANDSAT/TMデー タから、恒常的な植生

指数の多寡 と変動の程度を表す主題図を作成した（図 1・図 2)。

2. 対象地域の土譲 ・水系 ・植生 ・地貌 ・傾斜 ・水飲み場からの距離 ・稜線からの距離の 7要因から、前

述の PD54の多寡 と変動の程度を誰定する 2種類のニューラル不ツ トワークモデルを開発した。

3. ニューラルネ ットワークモデルの構造を決定するため、中間層のユニット数および学習用パラメータ

の初期値を変えながら行った試行の結果、両モデルとも中間層に8ユニットを有する構造が、教師デー

タに対しても っとも良く適合した。この場合の信頼精度 （教師データに対する判別精度）は、両モデル

とも74.5%であ った。

4. PD54の多寡 と変動の程度を誰定する 2種類のニューラルネッ トワークモデルに基づいて地図演算 を

行った後、クロス画像を作成することによ って、両評価結果を統合した植生変動評価図を作成した （図

3)。これによると、対象地の西部は永年生の植生が成立 しやすい環境条件にあるが、東部は変動を生

じやすい環境条件にあると 評価されており、現地調査の知見に一致する結果であ った。

5. 作成したモデルにおける要因の重要度を調べるため、それぞれの要因を除いた場合の判別精度を求め

た結果、両モデルとも「水飲み場からの距離」および「土壌」要因の寄与が高く （表 1)、モデルの精

度を維持する上で、これらが重要な因子であることが示された。

〔成果の活用面・留意点〕

衛星データおよび各種地理情報から植生の変動を推定 ・評価する手法として利用できる。

ニューラルネットワークは、教師データの入力層 と出力層の値を合目的的に対応づけるパラメ ータによ

って形成されるため、他地域において本手法を適用する場合は、当該地域の教師データによる学習を要す

る。

〔具体的データ〕
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図 1 植生指数 PD54に基づく植生の多寡程度
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図2 植生指数 PD54に基づく植生の変動程度
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図3 ニューラルネ ットワークモデルによる植生変動評価

表 1 各要因を除いた場合の判別精度の変化

除外要因 地貌水系土壌植生傾斜度距離 l 距離 2

多寡 判別精度（％） 67.90 69.00 67.90 69. 74 71. 59 59.04 70.85 

除外要因 地貌水系土壌植生傾斜度距離 l 距離 2

変動 判別精度（％） 63.12 64.54 53.90 64.54 55.32 46.10 63.83 

距離 1: 水飲み場からの距離、距離 2: 丘陵地からの距離
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〔その他〕
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